
 

 

 

開催年度回次 令和４年度第 26回 開催月日 ２月 12 日 開催校区 植田校区 開催場所 植田校区市民館 

議  題 市の回答 

１．浜松湖西豊橋道路について 

   浜松湖西豊橋道路が計画されています。３案あった中で１つに絞ら

れたと思いますが、おおよそどのあたりを通るのか、さらに梅田川の北

側を通るのか、南側を通るのかお聞きしたいです。 

 

道路建設課 

浜松湖西豊橋道路については、昨年度に対応方針が決定し、ルート

帯と IC 検討位置が示されておりますが、現在、公表されている資料より

具体的なルート等は示されておりません。 

現在、国・県において進められている都市計画・環境影響評価の手続

きの中で、今後、徐々に計画が具体化され、公表される予定です。 

 

 

 

令和４年度地域と市長のまちづくり懇談会 植田校区 
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議  題 市の回答 

２.国道２３号線バイパスについて 

   現在、植田町内にて国道２３号線バイパスの４車線化工事が行われ

ていますが、４車線化になれば交通量も増えるので、騒音もかなり発生

すると思います。大崎 IC～大清水 IC 間の防音壁工事は、同時に行わ

れるのでしょうか。 

 

 

道路建設課 

国道23号バイパスの防音壁設置などの騒音対策については、毎年、植

田町一区自治会から要望を頂いており、計画・工事を行う名四国道事務

所と維持管理を行う名古屋国道事務所へ情報提供しております。 

また、両事務所からは、現在のところ植田校区隣接区間において４車線

化の整備に併せた防音壁設置の予定はないと伺っております。今後、全

線開通や 4 車線化による交通量増加に伴う騒音が発生した場合、対応を

検討して頂けると伺っております。 
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議  題 市の回答 

３.植田小学校について 

（１）小学校におけるスクールソーシャルワーカー（相談員）などを常設

配備する予定はないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （２）校区の交通指導員は１名ですが、通学路等を考えると１名では負担

が大き過ぎと思います。市では増員するという考えはありますでしょう

か。 

 

 

 

学校教育課 

スクールソーシャルワーカーは、社会福祉等の専門的な知識や技術を

持った職員であり、実際に問題を抱えた児童生徒が置かれている、環境へ

の働き掛けや関係機関と連携するなかで、多様な支援方法を探りながら、

各種対応を行っています。 

市内全小中学校へ相談員などを配置することが理想的であることは認識

しておりますが、採用困難な職種が多いことなどにより常設配備は難しい状

況です。各種相談の対応については、学校からの要請や内容に応じ、スク

ールソーシャルワーカーやスクールカウンセラーの派遣、教育会館相談室

での対応は継続的に行っておりますので、ご活用いただければと思いま

す。 

児童生徒が「生きる力」を磨き、人間性を深めて行けるよう、豊橋市の教

育相談体制の充実に向けては、引き続き取り組んでまいりますので、ご理

解ご協力をお願いします。 

 

安全生活課 

 交通指導員については市内 52 校区に１名ずつ配置をしております。ま

た、交通指導員に加え、校区自治会や老人クラブからご推薦をいただいた

校区交通安全推進員や高齢者交通安全指導員の皆様にもご協力をいた

だきながら、地域全体で子供たちの安全確保に努めております。こうしたこ

とから、当面は、交通指導員を増員する予定はありません。 
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議  題 市の回答 

４.自治会活動について 

   自治会活動において、役員の選出に毎年苦労しています。年間の

行事予定のなかで最も苦労するのが次年度の役員の選出です。他の

校区・町内の状況は分かりませんが、高齢化率の高い植田町では大変

です。市へもそのようなお話は届いているでしょうか。 

 

 

市民協働推進課 

これまでのまちづくり懇談会のなかでも、複数の校区から役員選出に苦

慮されていると伺っております。 

 市としましても、自治会役員の負担軽減のため、依頼事項の見直しに取り

組んでおり、来年度につきましては地域に推薦をお願いしておりました清

掃指導員・清掃指導常務委員について見直しを行いました。 

 一方で、自治会の負担軽減策としまして、自治会活動等のデジタル化を

提案していただいた校区もございます。 

 デジタル化につきましては、市からの配布物の電子化、提出物のメール

による提出、ZOOM による電子会議の体験講座などに取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 また、自治連合会においても「若者や女性の自治会活動への参画」を特

別推進事項としており、専門委員会を開催し大学生や女性の自治会長経

験者の方と意見交換を行うなど、新たな担い手確保にも取り組んでいるとこ

ろでございます。 

 

 

 

 

 


